
―観光都市“京都”におけるサイクル・ツーリズムから学ぶ―

観光都市における自転車観光の
あり方と新たな可能性について

近年、自転車でその地域の景観や食を楽しむ「サイクル・ツーリズム」が全国各地で盛んになってき
ています。自転車での観光は、ゆっくり景色を楽しみながら走ることができるため一瞬で通り過ぎて
見落としがちだった名所・建物・雑貨店・カフェなど、新しい魅力に出会えます。
札幌は、年間1,300万人もの観光客が訪れる国内有数の観光都市ですが、自転車で観光を楽しむ
人はまだまだ少ないのが現状です。今後、観光都市“札幌”におけるサイクル・ツーリズムを推進す
るためには、自転車での走行環境の整備だけでなく、自転車ガイドの育成や、自転車観光に関する
情報発信体制などを整備していくことが求められています。
今回、観光都市“京都”でサイクル・ツーリズムを先進的に進めている、京都サイクリングツアープロ
ジェクト代表の多賀 一雄氏をお招きし、これからの観光都市おける自転車観光のあり方と新たな
可能性についてご講演頂きます。

有限会社京都サイクリングツアープロジェクト代表取締役
［略歴］
中央大学文学部卒。
京都大学大学院工学研究科低炭素都市圏政策ユニット認定上級都市交通
政策技術者。
有限会社京都サイクリングツアープロジェクト代表取締役。
NPO法人自転車活用推進研究会理事。
2001年に有限会社京都サイクリングツアープロジェクトを立ち上げ、自転車観
光事業（観光サイクリングツアーの実施や高性能自転車のレンタル）を通して、
自転車を使った日本の新しい観光スタイルの普及と、自転車が安全快適に利
用できる環境整備実現のため諸自治体への協力に努めている。著書は「京都
散策自転車BOOK」、「京都・奈良・琵琶湖自転車散歩」など。

2016年9月6日火 15:00→17:00
セミナー後17:30より、懇親会を予定しております。

さっぽろサイクルラボ事務局
〒001-0011 札幌市北区北11条西2丁目2-17 セントラル札幌北ビル4F 
（一社）シーニックバイウェイ支援センター内　TEL：011-708-0429　FAX：011-708-0430

開催
場所

講師
多賀 一雄 氏
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無料
参加費

お問合せ・
お申込先

お申込
詳細は
裏面で！

一般財団法人 北海道開発協会 6階会議室
〒001-0011 札幌市北区北11条西2丁目2番17号セントラル札幌北ビル

さっぽろサイクルラボ主催　自転車セミナー　第一弾

主催：さっぽろサイクルラボ

一般社団法人シーニックバイウェイ支援センター／ＮＰＯ法人ポロクル／ＮＰＯ法人エコ・モビリティ サッポロ／ＮＰＯ法人ゆうらん／
SAPPORO BIKE PROJECT ／ NPO法人コンベンション札幌ネットワーク

K Y O T O S A P P O R O

Taga  Kazuo



参加申込書
下記のように申し込みます。

※ご記入いただいた個人情報は、さっぽろサイクルラボからの各種連絡・情報提供に使用する場合がございます。

さっぽろサイクルラボ事務局
〒001-0011 札幌市北区北11条西2丁目2-17 セントラル札幌北ビル4F 

（一社）シーニックバイウェイ支援センター内

TEL 011-708-0429
FAX 011-708-0430

E-mail picnic@sapporocyclelabo.jp

氏名（代表者）

所属・役職

参加者の氏名

出　席 ・  欠　席

出欠（どちらかに○記を付す） 出欠（どちらかに○記を付す）

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

出　席 ・  欠　席

セミナー
9月6日（火）15時00分～

懇親会
（会費：4,000円程度）

17時30分～

連絡先 〒

TEL

E-mail

FAX

9.2金迄
申込締切

お申込先

観光都市における自転車観光の
あり方と新たな可能性について

さっぽろサイクルラボ主催　自転車セミナー　第一弾
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―観光都市“京都”におけるサイクル・ツーリズムから学ぶ―


